
修好通商に関する日本国暹羅国間の宣言（調印書）

修好通商に関する日本国暹羅国間の宣言（批准書）



一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
七
月
、
シ
ャ
ム
国
王
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー

ン
の
命
を
受
け
、
国
王
の
弟
で
あ
る
テ
ー
ワ
ウ
ォ
ン
外
務
大
臣
が
修
好
条

約
商
議
の
全
権
委
任
状
を
携
え
て
来
日
し
、
日
本
に
修
好
の
意
志
を
伝
え

た
。こ

れ
に
対
し
、
日
本
政
府
は
青
木
周
蔵
外
務
次
官
を
全
権
委
員
と
し
て

交
渉
に
あ
た
ら
せ
、
同
年
九
月
二
六
日
、
東
京
に
お
い
て
、「
修
好
通
商

に
関
す
る
日
本
国
暹
羅
（
シ
ャ
ム
）
国
間
の
宣
言
」
が
調
印
さ
れ
た
。
本

宣
言
に
よ
っ
て
、
日
本
と
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
の
間
に
外
交
関
係
が
開
設
さ

れ
、
相
手
国
へ
の
外
交
官
派
遣
、
領
事
の
設
置
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
一
八
九
七
年
、
初
代
在
シ
ャ
ム
公
使
と
し
て
、
稲
垣
満
次
郎

が
バ
ン
コ
ク
に
赴
任
し
、翌
一
八
九
八
年
二
月
二
五
日
、稲
垣
公
使
と
テ
ー

ワ
ウ
ォ
ン
外
務
大
臣
に
よ
り
、「
日
本
暹
羅
修
好
通
商
航
海
条
約
」
が
調

印
さ
れ
、
両
国
間
の
通
商
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
。

二
〇
一
七
年
は
、
日
本
と
タ
イ
の
国
交
樹
立
一
三
〇
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
外
交
史
料
館
で
は
、
特
別
展
示
「
日
本

と
タ
イ
―
国
交
樹
立
一
三
〇
年
―
」
を
開
催
し
た
（
詳
細
は
本
号
掲
載
の

同
特
別
展
示
記
事
参
照
）。

日本暹羅修好通商航海条約（批准書）


